
e三重ブランドサミット 20 1 8
新たな挑戦でブランドを磨く ～進化する三重ブランド～

平成30年10月18日（木） 14:30～17:00 （受付14:10～）

三重県立美術館 講堂（津市大谷町11）

日 時

会 場

●基調報告 『三重ブランドの取組について』

三重ブランド認定委員会 委員長

磯部由香 氏 （三重大学教育学部教授）

●基調講演 『三重ブランドを支えるモノがたり ～持続するブランドへ～』

三重ブランド認定委員

千種清美 氏 （文筆家）

★第二部★ パネルディスカッション ～新たな挑戦でブランドを磨く～ 15:45～17:00

★第一部★ 三重ブランド これまでの歩みと今後の展望 14:30～15:30

100名 （チラシ裏面の参加申込書により、事前に参加をお申込みください）定 員

主催：三重県
※プログラムの内容は変更になる場合がございます。

三重の地域誌『伊勢志摩』編集長を
経て文筆業に。新幹線車内誌『月
刊ひととき』に「伊勢、永遠の聖地」
を８年間にわたり連載し、伊勢神宮
や日本の歳時記についての講演や
執筆活動を行う。

平成29・30年に新たに認定された
「桑名のはまぐり」「青さのり」の事例
を交えながら、三重ブランドに秘めら
れたストーリーを解説

●事例発表者 ：三重ブランド認定事業者

全国トップクラスのシェア！
伝統製法の継承と品質管理の徹底によ
り、全国トップクラスのシェアを誇る

山中 寛雅 氏
ヤマナカフーズ㈱代表取締役社長

こだわりのお茶を全国へ！
茶農家直営の緑茶喫茶等を４店舗展開
未来を見据えた「人づくり」にも注力

松本 浩 氏
㈲ 深 緑 茶 房 茶 長

至高の急須で全国を席巻！
自社の強みである伝統を生かしつつ、
時代の変化を捉え新商品を次々開発

藤井 健司 氏
㈲藤総製陶所 代表取締役

●コーディネーター： 三重県副知事 渡邉信一郎

ひ

じ

き

●コメンテーター ： 三重ブランド認定委員
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ブランディングや流通、ＰＲなど、各分野で
活躍する県内外の有識者がアドバイス！



＜問い合わせ先＞
三重県農林水産部フードイノベーション課
担当：北村 TEL：059-224-2395

『三重ブランドサミット』参加申込書
●ご所属 ●参加人数

人

●担当者名（お申込者名） ●お役職 ●交流会参加有無（会費6,000円）

参加 ・ 不参加

（お二人目以降）

参加 ・ 不参加

●担当者ＴＥＬ

日 時

平成30年 10月18日（木）
14:30～17:00 （受付14:10～）

三重県立美術館 講堂
津市大谷町11

会 場

○徒歩：津駅西口から約10分
○自家用車：伊勢自動車道津ICから約10分

申込方法 ＦＡＸの場合 ⇒下記申込書記入欄に必要事項を記入してFAXしてください。

E-mailの場合 ⇒件名を「三重ブランドサミット」とし、下記申込書の内容を本文に明
記してメールして ください。

申 込 先 三重県農林水産部フードイノベーション課 宛

FAX： 059-224-2521 E-mail： foods＠pref.mie.jp
申込締切 10月12日（金）まで
定 員 100名 （定員に達しましたら、締め切らせていただきます）

三重県では、「自然を生かす技術（人と自然の力）」をコンセプトに、特に優れた県産品とその生
産・製造を行う事業者を三重ブランドとして認定しています。

認定にあたっては県内外の有識者による三重ブランド認定委員会によって、①コンセプト、
②独自性・主体性、③信頼性、④市場性、⑤将来性の5つの認定基準により厳しく審査しています。

現在18品目38事業者が認定されています。

日時・会場へのアクセス

参加申込み方法

※個人情報について
お預かりした個人情報は、本サミットの開催や三重ブランドに係る業務以外の目的には使用い
たしません。（ただし、法令等により提供を求められた場合を除きます）
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サミット終了後、
交流会を開催します！

・時間：17:15～ ・会費：6,000円
・会場：ミュゼボンヴィヴァン

（美術館内）
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三重県立美術館

三重ブランドとは三重ブランドとは

津・芸濃大山田線

土嶋敏男：《人と物（食物考）》

三重県立美術館 特集展示のご案内

松阪に生まれ、長年にわたる制
作とともに教育者としても活躍し
た 土嶋敏男氏 の作品を、個性
的なエッチング版画を中心に展
示しています。

9月27日(木)～12月2日(日)

津市役所


